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本病の特徴的症状は全身性のリンパ腫です。EBL

では、ウイルスに感染した牛の約30％でリンパ球数

の増加が起こり、さらにその一部（感染牛の5％以

下）が発症します。4～8歳で発症することが多く、

体表リンパ節の腫脹、削痩、眼球突出、乳量減少、

下痢、便秘などを呈し、死に至ります。
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家畜の衛生と防疫 （202１年３月８日発行）

 牛伝染性リンパ腫（旧：牛白血病）とは

牛伝染性リンパ腫について

99 
407 

1,045 

2,310 

4,113 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

H10 H15 H20 H25 H31

牛伝染性リンパ腫の発生状況（年次）

 水平感染の防止

感染牛と非感染牛との分離飼育や防虫資材を活用した吸血昆虫対策を行う。

 垂直感染の防止

感染牛の母乳は原則与えない。もし与える場合には、マイナス２０℃で

一度凍結をするか、５６℃３０分間の加温を行う。

地方病性牛白血病（EBL）と、散発性牛

白血病（SBL）の総称です。前者はウイル

ス感染によりますが、後者は原因不明です。

本病は平成１０年に届出伝染病となって以

降、報告数は増加し続けており、そのほと

んどがEBLになります。当所管内において

も、近年ではと畜場での摘発を含め毎月２

０頭近くの発生が確認されています。

農林水産省 監視伝染病の発生状況より

EBLに有効なワクチンや治療法はありません。ま

た、感染牛は生涯ウイルスを保有し、血液や乳汁な

どの体液を介して伝播するため、農場内に感染牛が

いる場合は、同居牛に感染を拡大させないことが重

要です。対策としては以下の方法があります。

 臨床症状

 対策

（頭）



今年度も終わりが近づいてきました。総決算をするとともに来年度へ向けた準備をしなけれ
ばならないですね。私は毎年この季節になると思うことがあります。鼻をもぎ取りたい！！！
花粉症の人ならばきっとわかってくれるこの気持ち。。。（S.I）

毎月20日は「くまもと家畜防疫の日」です。畜舎の一斉消毒をしましょう！！

折々の所感

近隣諸国における悪性伝染病発生情報

高病原性鳥インフルエンザの発生状況について

病名 型 発生地（国） 畜種 発生年月日

高病原性
鳥インフルエンザ

（HPAI）

H5N5 台湾(２件) 家きん 令和３年２月４日～２月９日

H5N8 韓国(1２件) あひる・採卵鶏 令和３年１月３１日～令和３年２月２２日

アフリカ豚熱
（ＡＳＦ）

韓国（49件） 野生いのしし 令和３年１月２８日～２月１５日

ロシア(４３件) 豚・野生いのしし 令和3年１月２６日～２月１２日

香港（１件） 豚 令和3年2月2日

マレーシア（５件） 豚・野生いのしし 令和３年２月８日～２月１１日

令和３年(２０２１年)２月２８日現在

令和２年11月５日に発生した高病原性鳥インフルエンザは、令和３年２月末ま

でに１７県で計５１例の発生が確認されており、関連農場等を含めると、防疫措置

がとられた羽数は９５０万羽を超えています。毎月のようにお伝えしていますが、

今シーズンのウイルスは感染してから死亡するまでの期間が⻑い傾向にあるため、

これまで以上に鶏の症状に注意を払う必要があります。まだシーズンは続きます。

今一度、防疫対策の徹底と見直し、異状を発見した際は早期通報を宜しくお願いし

ます。


